アルザスの川沿いに発達した港町の比較研究 by 小關 由紀子
アルザスの川沿いに発達した港町の比較研究
著者 小關 由紀子
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 4
発行年 2015-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/11686
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要 Vol.4(2015 年 3 月）                    法政大学 
 
アルザスの川沿いに発達した港町の比較研究 
 
THE COMPARATIVE STUDY OF PORT TOWNS 
THAT DEVELOPED ALONG THE RIVER IN ALSACE 
 
小關由紀子 
Yukiko OZEKI  
主査 陣内秀信   副査 高村雅彦・出口清孝  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
This study is intended to clarify the structure of the region Alsace by comparing port towns that developed 
along the river in Alsace. For each era, clarify 3 topics, REGIONAL STRUCTURE / URBAN AREAS / 
URBANSTRUCTURE, with a focus on the relationship with the waterways. Through the diachronic analysis 
from middle ages to modern ages, it is intended to reveal how Alsace had developed associated with waterways. 
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１． 序章 
（１）研究目的 
フランス北西部ドイツとの国境に位置するアルザス地
方は大河ラインとアルザスの資源をめぐり、ドイツとフ
ランスの２国間で交互に３度ずつ支配されてきた。また、
アルザスを流れるイル川がなす地理的構造は特殊なもの
である。この歴史的にも地理的にも特殊なアルザスの地
域構造・アーバンエリア・都市の構成を共時的かつ通時
的に分析を行うことで、地域構造・空間構造の変遷を追
い、アルザス固有の地域構造を明らかにする。 
（２）対象都市 
本論文ではアルザスの地域構造を明らかにするために、
地域構造で重要なアルザスを流れるイル川沿いに立地す
る港町の比較も行う。イル川沿いに中世から起源を持ち、
近代港が建設され近代運河によってアルザスの他都市や
ライン川と結ばれている都市を対象都市とする。この条
件に当てはまるストラスブール、コルマール、ミュルー
ズの３都市を対象都市として中世から近代までの比較分
析を行う。 
（３）既往研究 
アルザスの地域全体については、その複雑な歴史と文
化面について既に多くの研究がなされている。その中で
も、フレドリック・オッフェの研究がアルザス研究の基
本書の一つとなっている。また、アルザスの都市に関し
ては、アルザスの大都市ストラスブールは宇京や三宅に
よって、ミュルーズについては R.オベール・M.スタール
によりよって、コルマールについてはオーガスト・シャ
ーレン[５]によって歴史と都市の観点からの研究が行わ
れているが、水辺に着目した都市構造についての研究は
まだ行われていない。本論文は、アルザスの地形と水辺
空間に着目し、地域全体の構成を明らかにする。 
（４）研究方法 
本論文は、地域構成の原点となる地理的構造を明らか
にする。その条件のもと中世・近世・近代の時代ごとに
「地域構造」と対象都市であるイル川沿いに発展した３都
市の「アーバンエリア」「都市の構成」を水辺空間との
関連性に着目して分析する。時代ごとの特徴をさらに通
時的に分析し、アルザスの地域構造の変遷を明らかにす
ると同時にアルザスにおいて普遍的な地域構造を見出す。 
 
 
図１ 対象都市と中世の物流経路 
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２． 地形から読むアルザスのなりたち 
今日のライン川、そしてアルザス地方が存在するのは、
数十万年前に地殻変動が起こりライン地溝帯が形成され
たからである。もともと南北に走っていた一つの山脈が、
ヴォージュ山脈とシュバルツバルトに分裂して現在のア
ルザス地方含め上ライン流域を形成した。そのため、ラ
イン川の左岸と右岸の地形はほぼ左右対称になっていた。
それにも関わらず、ライン川左岸（アルザスのあるフラ
ンス側）の方に都市が多く建設されたのには地形的条件
が２つ関係していた。一つ目は、ライン川左岸の方が作
物を育てるのに適している黄土の面積が多いことである。
二つ目は、当時の技術ではライン川よりライン川に平行
に流れるイル川の方が制御しやすかったためライン川の
代わりに利用されていたことである。「アルザスの農地」
と「イル川の舟運」が左岸（アルザス）に都市が建設さ
れた理由である。このイル川を含むアルザスの地形条件
は、中世以降のアルザスの地域構造に大きな影響を与え
た。 
 
 
図２ ライン川両岸の黄土地質の分布と断面 
 
３． 帝国都市の成立 
（１）都市が連担する地域構造 
代わりに利地理的条件により、イル川上もしくはイル
川左岸の支流上に都市が連なるように建設された。神聖
ローマ帝国によって自治権が与えられていた都市群は小
都市のため、互いに同盟を組むことで自治を守りあって
いた。また、港町が建設された西側には東傾斜の土地で
野菜、ワインの造業などが行われた。南北に走るライン
川とヴォージュ山脈、その間に平行にイル川が流れ都市
が隣接し連なり、さらには農村群が連なっている。この
ようにアルザスの地域構造は河川、都市、農村、山脈の
順に南北に平行に連なっている。それらを一つの地域と
して繋いでいるのがイル川水系である。農村と都市はイ
ル川の支流によって繋がり、都市とライン川はイル川に
よって繋がる構造になっていた。 
また、イル川に沿って建設された都市の立地は、都市
がイル川の中州部に立地する「中洲型」と、イル川の支
流が合流する地点に立地する「合流点型」にタイプ分け
ができる。ストラスブールとミュルーズは中洲型、コル
マールは合流型に分類される。 
（２）アーバンエリアと水路の関係性 
都市の立地で分類した「中洲型」と「合流点型」でア
ーバンエリアの拡大と河川の関係性に違いがある。ミュ
ルーズは中洲型、コルマールは合流点型でアーバンエリ
アの拡大が行われる。ストラスブールはアルザスの中で
も、ライン川の港町でもあったため他都市よりも大規模
に拡大が行われた。初期は都市の立地から中洲型で拡大
が行われるが、その後は合流点型での拡大が行われた。 
中洲部でも砂が堆積しやすく僅かに高くなっている下
流側に居住が始まり、盛土して地盤を固めながら中洲全
体へ都市を拡大していく。その過程で、生活用や産業用
に中洲部に水路を引込んでいる。 
複数ある支流のうち、一番小さい川筋を都市の内部に
取り入れ初めの城壁が形成された。その後、他の水路を
都市に取り込みながらアーバンエリアの拡大が行われる。 
 
 
図３ 中洲型と合流点型 
 
（３）中世の都市の空間構造 
各都市、水路の大小によって使い分けがされている。
その水路のヒエラルキーによって物流基地と産業施設の
使い分けが行われている。大小の水路がある場合、小さ
い水路は産業に大きい水路は舟運に利用される。また、
水路の使い分けは、水路に面する住宅にも影響を与えて
いた。 
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図４ 住宅の水路へのアクセスタイプ 
 
４． フランスの中央集権によるアルザスの変容 
（１）要塞から読むアルザスの変容 
神聖ローマ帝国下では都市群が自治権を持ち連担して
地域構成がおこなわれていたが、1681 年のフランス王国
へのアルザス併合により王国の中央集権による要塞化が
行われる。中世の都市が要塞化された都市がほとんどだ
が、新都市として新しく一から建設されたヌフ＝ブリザ
ックのような要塞都市もできた。要塞化されたことによ
り、ライン川に平行して連なる都市群は、神聖ローマ帝
国との防御網として中世からの地域構造が読み替えられ
た。 
 
 
図５ 要塞化されたアルザス 18世紀 
（２）都市の要塞化 
王室建築家のヴォーバンにより、アルザスの都市は要
塞化された。ストラスブールとコルマールの中世の城壁
は歪な形をしていたため線対称の形状になるように補正
されながら要塞化が行われた。ストラスブールは防御網
の第一線としてライン川方向にシデタルを設け、東西方
向に中心線がくるように線対称に計画された。一方でコ
ルマールの東には第一線の防御網としての要塞都市（ブ
ライザハ/ヌフ＝ブリザック）があったためストラスブー
ルのようにシデタルは持たなかった。 
ミュルーズはスイス公国の飛び地になっていたため、
ヴォーバンによって要塞化は行われたかった。また、中
世に掘削された城壁周りの３重の運河によりアーバンエ
リアは中世から拡大されることはなかった。 
 
 
図５ 要塞化されたストラスブール 18世紀 
 
５． アルザスの近代化 
（１）運河網の形成 
アルザスの近代化はフランス王国帝政期に始まった。
都 1871 年にドイツ帝国に併合され要塞が取り壊されて
から都市の近代化が行われた。ミュルーズだけはフラン
ス王国によって要塞化されなかったため、ローヌ・ライ
ン運河が通されるのと同時期に都市の近代化が行われた。
アルザスを縦断するローヌ・ライン運河の完成とほぼ同
時期に鉄道網も敷かれる。都市の近代化が他の都市より
も早く近代産業の中心地として開花したミュルーズと石
炭の採れるタンを結んだ鉄道が 1838 年に完成した。その
後、ストラスブール－セレスタ－コルマール、ミュルー
ズ－バーゼルと結ぶ線が 1842 年に開通する。 
王政期の要塞で頑丈に周囲を固められていたため、都
市の近代化よりも先に水辺の近代化が行われた。ストラ
スブールからアルザスを南下しローヌ川へ接続し地中海
へと抜けるローヌ・ライン運河（1792-1839）、ストラス
ブールから西へと進みマルヌ川に接続し北海へと抜ける
マルヌ・ライン運河（1838-1853）に建設された。 
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図６ 近代運河 
 
（２）近代化による水辺の変容 
アルザスの近代化はフランス王国帝政期に始まった。
都市は王政期の要塞で頑丈に周囲を固められていたため、
都市の近代化よりも先に水辺の近代化が行われた。スト
ラスブールからアルザスを南下しローヌ川へ接続し地中
海へと抜けるローヌ・ライン運河（1792-1839）、ストラ
スブールから西へと進みマルヌ川に接続し北海へと抜け
るマルヌ・ライン運河（1838-1853）に建設された。 
 その後 1871 年にドイツ帝国に併合されるとフラン
スとの国境がヴォージュ山脈へと移ったため要塞は不要
となり、要塞の取り壊しが行われた。アルザスを結ぶロ
ーヌ・ライン運河はイル川に平行に通されたことから「中
洲型」でイル川上に都市が発展したストラスブールとミ
ュルーズでは、運河は中世の城壁のすぐそばを通るよう
に通された。また、イル川支流部に発展した「合流型」
のコルマールは、中心部から離れた場所に運河が通され
たが、運河と都市を結ぶ短い運河が付属してつけられた。 
 このように、近代化でイル川から近代運河に舟運機
能は移ったが、その水網のネットワークは継承された。 
 
 
図７ 要塞が取り壊されたコルマール 19世紀 
 
６． アルザスの水辺再生 
各都市の中世・近世・近代からの水辺空間や水辺に立
地する産業施設は、観光化や産業遺産として保存された
り、またはリノベーションされ新たに機能を与えて現在
でも残されているものが多い。それらの水辺空間の継承
は、アルザスにおいて現在でも水辺が都市にとって重要
な要素であることを示している。アルザスの都市におい
て現在でも水辺が都市の重要な要素として認識され活用
されているのは 2 つの理由が考えられる。一つ目は、水
辺が都市構造において重要だった近代化まで、中世から
の都市のコアが要塞化により近世に濃密になったことで
ある。中世の都市構造が近世に要塞化されたことにより、
より濃密に中世の構造のもと発展した。このことにより
都市の中心部(中世の都市域）の水辺の重要性、親水性が
継承されやすくなったのではないだろうか。二つ目は、
近代化の際に近代運河が通されたことにより舟運機能が
残り、都市の水離れが起こらなかったからだと考えられ
る。 
 
 
図８ ストラスブールのリノベーションされた近代港 
 
 
 
図９ 自動車博物館にリノベーションされた繊維工場 
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７． 結論 
現在でもアルザスという地域全体が自然河川であるラ
イン川とイル川、そして近代運河によって現在でもアル
ザスという地域全体が水のネットワークで結ばれている。
また電車でわずか 20～30 分の距離に小都市が立地して
いる地域構成は特殊なものである。また、ストラスブー
ルはライン川の国際都市、コルマールはアルザスワイン
の集積地(農村と都市の接点)、ミュルーズは工業都市と
現在でも中世からの特徴が継承されてきている。 
 このイル川によって形成されている地理的構造には、
フランス王国のような中央集権の巨大な権力による地域
の統治ではなく、神聖ローマ帝国の帝国のような小都市
が各々自治権を持ち互いに連関する帝国都市の構造の方
が適していたと考えられる。アルザスにおける地域構造
の根本にある地形、そしてその地形から生み出された中
世の小都市群がイル川によって結ばれることで連担して
いた構造こそが、各時代ごとの支配を受けながらも受け
継がれても変わらない普遍的なものに決定づけた要因で
あると考える。 
 
 
図９ アルザスの地域構造の変遷 
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